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はじめに 

矢祭町では、将来を担う子どもたちが、豊かな心を育み、夢と希望に満ちて健やか

に成長するための周辺環境整備を町政の重要な課題として取り組んでいます。 

「やまつりの教育」においては、家庭・学校・地域社会が連携して教育の充実を図り、

町民みんなの生きがいづくりをめざし、一人ひとりが自ら学ぶ意欲と豊かな心を育む環

境づくりを教育構想として、各種事業を展開しているところです。 

子どもにとって読書は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなも

のにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上で非常に重要なものです。また、

平成 23年 3月に発生した東日本大震災後、被災地の多くの子どもたちが不安に直面

していた際、全国から寄附された本や絵本が子どもたちの心のよりどころとなり、生きる

希望を与えたことからも、読書活動は、子どもが未来をたくましく切り開くための活力の

源となることが改めて認識されています。 

矢祭町では、平成 19 年 1 月に全国からの寄贈図書による「矢祭もったいない図書

館」が開館しました。同年 10 月には図書館を中核としてまちづくりを推し進める「読書

の町矢祭」を宣言しました。さらに子どもが自主的に読書に向かうことができるように配

慮しながら、本と出会うための環境を整えることにより、子どもたちに読書の楽しさを伝

え、たくましく生きていく力を育てることを目的として平成 21 年度に「子ども読書の街」

づくり事業をスタートし展開してまいりました。 

このたび、子どもたちの読書活動のさらなる充実を図り、矢祭もったいない図書館・

家庭・地域・学校や園が、それぞれの役割を確認しながら相互に連携して取り組むた

めに「矢祭町子ども読書活動推進計画」を策定しました。 
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読 書 の 町 ⽮矢 祭 宣 ⾔言 
  

私たちは、先⼈人から享けた郷⼟土・⽮矢祭町を将来にわたって⼦子々孫々に引き継ぐために、
独⽴立立独歩「⾃自⽴立立できる町づくりに」邁進している。その将来の姿は、郷⼟土と国の宝であ
る⼦子どもたちの元気な声が聞こえる町であり、社会のために尽くしたお年年寄りが尊敬さ
れ、安⼼心して⽣生きていける町である。  

この事業を成功裏裏に遂⾏行行するためには、郷⼟土を愛し、豊かな⽂文化的教養を培い、責任
ある⾏行行動をなす⾃自⽴立立した個⼈人としての成⻑⾧長が求められている。 
 また、科学技術は発展したが、⼈人間の精神は混迷を深めている現代社会においては、
豊かな⼈人間性に基づく新しい⽂文化の創造が求められている。 
 この時代の要請に応えるためには、次世代を担う⼦子どもたちを始めとする町⺠民が書物
に親しみ、問題解決を書物と相談する気⾵風を育てることが⼤大切切である。 
 全国から寄贈された 43 万冊余の図書を基に開設した「⽮矢祭もったいない図書館」は、
わが町の宝である。この宝を活かして「⽮矢祭町読書の⽇日」を設け、町内の全地域集落落集
会施設に「⽮矢祭もったいない⽂文庫」を開設する。⽂文庫に住⺠民が集い、家庭と地域に読書
の輪輪が広がり、地域が⽂文化的にも活性化していくことは、図書を寄贈いただいた全国の
皆様のご厚意に報いることでもあり、⽮矢祭町のまちづくりを更更に⼀一歩前進させることで
もある。 
 ここに「読書の町⽮矢祭」を宣⾔言し、以下の事業を推し進めることとする。 

記 

1 全国からの寄贈図書による「⽮矢祭もったいない図書館」は町の⼤大きな財産であり、
私たち町⺠民は全国の善意に感謝し、⼦子々孫々に伝えていきます。 

2 「⽮矢祭もったいない図書館」を知の拠点とし、町⺠民が書物に親しみ、書物を通して
⾃自分で問題解決する能⼒力力を⾝身につけます。 

3 幼稚園児・保育所児童に読書の楽しみを伝え、瑞々しい感性を育ませるために読み
聞かせに取り組みます。 

4 児童・⽣生徒が夢を持って逞しく成⻑⾧長できるように学校で朝の読書に取り組み、読書
の習慣を育みます。 

5 読書を通して家族の絆を深めるために毎⽉月第 3 ⽇日曜⽇日を「⽮矢祭読書の⽇日」 
とします。 

6 ⾚赤ちゃんから⾼高齢者まで読書の楽しさや⼤大切切さ、⼼心の豊かさを育てていくために、
各集会施設に「⽮矢祭もったいない⽂文庫」を開設し、読書を通して地域の⼈人々のつな
がりを深めます。 
  
 平成１９年年１０⽉月２８⽇日 

福 島 県  ⽮矢 祭 町 
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「子どもの読書活動の推進計画」策定の背景 

平成 13年 12月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が制定されました。

この法律は、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、

読書を通して子どもの健やかな成長に資することを目的としています。       

この法律に基づき、平成 14年 8月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的

な計画」が策定され、平成 17年 7月には、「文字・活字文化振興法」が公布立され、

読書活動の推進が自治体に求められるようになりました。 

平成 20年 6月の図書館法の改正を受けて平成 24年 12月「図書館の設置及び

運営上の望ましい基準」が改定されました。 

このような諸情勢の変化の下、これまでの成果や課題を検証した上で、平成 25年

5月に「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」が策定されました。 

また、県においては、平成 16年3月に「福島県子ども読書活動推進計画」が策定

され、平成 22年度には第 6次福島県総合教育計画における基本目標との整合性

を図った第二次計画が策定されたところです。 

 

 

⼦子どもの読書活動の推進に関する法律律（基本理理念念） 

⼦子どもの読書活動は、⼦子どもが、⾔言葉葉を学び、感性を磨き、表現⼒力力を⾼高め、
創造⼒力力を豊かなものにし、⼈人⽣生をより深く⽣生きる⼒力力を⾝身に付けていく上で⽋欠く
ことのできないものであることにかんがみ、すべての⼦子どもがあらゆる機会と
あらゆる場所において⾃自主的に読書活動を⾏行行うことができるよう、積極的にそ
のための環境の整備が推進されなければならない。 
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基本方針 

1 計画の目的 

この計画は、矢祭もったいない図書館を中核として家庭・地域・学校や園が、

連携しながら子どもの読書活動を推進して、子どもが読書に親しむ気運を高め

るとともに、町民全体が読書に親しみ、心豊かな生活を送ることができるような環

境の整備や施策の推進に努めることを目的とします。 

2 計画の位置づけ 

この計画は、｢子どもの読書活動の推進に関する法律｣に基づいて作成した

計画で、今後の矢祭町における子どもの読書活動推進に必要な施策に関する

計画として位置づけます。 

3 計画の期間 

本計画の期間は、平成 26年度からおおむね 5年間とします。 

4 計画の対象 

本計画はすべての町民を対象としますが、特に乳幼児から高校生までとしま

す。 

5 目指す子どもの読書の姿 

読書が好きな子どもがたくさんいるまち 

子どもに読書の楽しさを伝える人がたくさんいるまち 

本が街中にあふれるまち 
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6 計画推進の基本方針 

本計画を推進するために次の基本方針を定めます。 

（１）!子どもが読書に親しむ機会の充実 

子どもが自主的に読書を楽しむようになるためには、子どもが読書に親し

む機会を充実させることが大切です。 

 このため、乳幼児期から保護者が読み聞かせを行うなど、家庭を原点とし

て、地域・学校や園においても、子どもが本に親しむ機会の提供と充実に

努めます。 

（２）!子どもが読書に親しむための環境整備 

 子どもの読書活動を推進していくためには、目的や意欲に応じ、読みた

い本や知りたい情報を提供するための環境の整備と充実が大切です。 

 このため、矢祭もったいない図書館、学校図書館をはじめ、さまざまな場

所において読書活動ができるように環境の整備を図るとともに、子どもの読

書活動を支援する人材の育成に努めます。 

（３）!子どもが読書に親しむための関係機関の連携・協力 

 子どもにとって良い本との出会いは、ブックスタートや家庭での読書、学

校や園、地域活動などにおいて読書の楽しさを伝えるなど、周囲の大人か

らの働きかけや関わりによって始まります。そして、関わっている大人が子ど

も読書活動の意義や重要性をいっそう認識することにより、さらなる読書活

動の広がりが期待できます。 

そのために、読書活動がさまざまな場においてできるよう、新たな読書の

機会を提供・支援し、%®&•�v�W�S�8�^�8�W�i9��†�p�°�_ �
�…�æ�í�Û�/�x

�l�^�] 6õ�€�µ6õ�b4�� �\� �Š �_�” �u�r�M �� !
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⼦子どもの読書活動推進の体系図 
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子ども読書活動推進のための具体的な施策 

 

I.  矢祭町「子ども読書の街」づくり事業の推進 

将来を担う子ども達が豊かな心を育み、夢と希望に満ちて健やかに成長する

ため、平成２１年６月に矢祭町「子ども読書の街」づくり推進委員会を組織し、

矢祭町「子ども読書の街」づくり事業に取り組んできました。 

推進委員会は、子どもの読書活動に携わる団体等の代表者をもって組織し、

地域・学校や園・家庭が連携・協力し、町全体で子ども達の読書環境の整備と、

読書習慣の確立を図ります。 

主な取組みとして、次の事業の継続実施に努めます。 

 

1 矢祭子ども司書 

（1）!矢祭子ども司書講座の開催 

小学 4 年生～6 年生の希望児童を対象に、矢祭もったいない図書館を拠

点として、図書館や司書の仕事について学ぶ「矢祭子ども司書講座」を一年

を通して開催し、友達や家族に対して読書のすばらしさを伝え、本と人との結

びつきを手助けする「読書推進リーダー」の養成を図ります。 

（2）!読書推進リーダーの活用と育成 

 「矢祭子ども司書」の認定を受けた子どもたちが、本と人との結びつきを手

助けする「読書推進リーダー」として、学校や図書館など様々な読書に関する

場面で積極的に活動することができるように指導・支援に努めます。  



 

8 
 

「⽮矢祭⼦子ども司書」について 
 

１．「⼦子ども司書」のはじまり 
「⼦子ども司書」制度度は、平成２１年年６⽉月に、全国で初めて⽮矢祭町で始まりました。

⼦子どもたちが図書館や司書の仕事について学んで、友⼈人や家族に読書のすばらしさ、
⼤大切切さを伝えるリーダーになってもらうことが⽬目的です。 

⼦子ども司書制度度は全国に広がりを⾒見見せ、⾼高知県、佐賀県、広島県、⻘青森県、栃⽊木
県など各地の⾃自治体や図書館が取り組んでいます。 

 
２．図書館司書の役割 

「司書」という⾔言葉葉は⽿耳にしても、どんな資格でどんな仕事をするのかは、実
はあまり知られていません。「司書」とは、図書館法に定められた資格を持った専
⾨門職員のことです。図書館の利利⽤用者と本との出会いを⼿手助けすることが重要な役
⽬目です。主な仕事は、本や雑誌などの資料料を集めて整理理し、利利⽤用者が読みたいも
のをすぐに⾒見見つけられるようにすることです。図書館のお知らせを作ったり、お
はなし会を開いたりもします。 

また、図書館司書は利利⽤用者の調べ物の相談にのったり、本に関する質問にこたえ
ることも⼤大切切な仕事です。そのためには、普段からさまざまな分野に興味を持つこ
とが⼤大切切なのです。 

 
３．⽮矢祭⼦子ども司書講座 

「⽮矢祭⼦子ども司書講座」では、学校をこえた多くの仲間と楽しい時間を共有し、
将来の夢や希望をふくらませていただきたいと願っています。同時に、社会が変化
しようとも、⾃自分から課題を⾒見見つけ、問題を解決しようとする資質や能⼒力力、※「⽣生
きる⼒力力」も育んでもらいたいのです。 

 
※「⽣生きる⼒力力」＝ 知・徳・体のバランスのとれた⼒力力 

変化の激しいこれからの社会を⽣生きるために、確かな学⼒力力、豊かな⼼心、健やか
な体の知・徳・体をバランスよく育てることが⼤大切切であるとして、⽂文部科学省省に
おける現⾏行行の学習指導要領領、新学習指導要領領の理理念念とされています。 

 
4．⽮矢祭⼦子ども司書の認定 

講座に規定の回数以上出席し、講座の感想⽂文を提出した受講⽣生は「⽮矢祭⼦子ども司
書」の認定を受け、⽮矢祭もったいない図書館にその名前が掲⽰示されます。 

認定を受けた⽮矢祭⼦子ども司書は「⼦子ども読書推進リーダー」として、⽮矢祭もった
いない図書館や学校で活躍しています。 
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2 矢祭もったいない図書館手づくり絵本コンクール 

 自然・友情・心の大切さと、夢と希望にあふれる絵本を募集して、「絵本と読書の

町・矢祭町」を広く発信する手づくり絵本コンクールを開催します。 

 絵本づくりを通して、子どもは夢を育み、感性や想像力を養い、本に親しむこと

ができます。家族で取り組むことで、家族の絆を深めることができます。 

小中学生が家族と制作して応募する〔家族の部〕において、応募の促進を図るた

め、手づくり絵本教室の開催等、手づくり絵本への理解を深める取組みを実施しま

す。 
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II.   図書館での取組み 

図書館は、子どもが豊富な本の中から自分の読みたい本を自由に選ぶことが

できる施設であり、読書の楽しみや喜びを感じることができる場所です。     

保護者にとっても、子どものために本を選んだり、子どもと共に読書を楽しむ

ことができる場所です。図書館では次の取組みを行います。 

!

1 子どもが読書に親しむ機会の充実 

（1）!おはなし会の開催 

   季節の絵本や紙芝居、大型絵本等を活用して、定期的に「おはなし会」を

開催し、本の楽しさ子どもたちに伝えます。 

町内の高齢者施設、温泉サロン等へ出向いて「おはなし会」を開催し、絵

本の魅力や絵本を通して家族の会話を深める「家読
うちど く

」を勧めます。 

「おはなし会」では、「読書推進リーダー」が読み手となって活動し、本の魅

力を伝える喜びを体感できるよう支援します。 

（2）!科学はてな？教室の開催 

科学に関する本への興味を喚起するために、幼児～小学生を対象として

科学実験を中心とした教室を定期的に開催します。 

（3）!図書館だよりの発行 

新着図書や乳幼児・児童・生徒に薦めたい本の紹介、図書館のイベント紹

介など、本や図書館への興味・関心を高めるための情報発信を行います。 

（4）!職場体験の受け入れ 

図書館業務に関心のある中学生を受け入れ、カウンター業務や本の返却、

書棚の整理などの体験を通して図書館への理解を図ります。 
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（5）!高校生に向けた取組み 

 高校生は自己を確立していく時期であり、様々なことに興味をもつ一方で生

活の中で読書のための時間をとることがむずかしい時期です。 

読書に対する関心と興味を高めるために、高校生向け図書コーナーを設

け、ブックリストを配布するなど情報提供に努めます。 

（6）!図書館展示の充実 

  図書館は、子どもや保護者が新しい本に出会う場所です。興味を持って

本を手に取ることができるように、季節に応じて、またテーマを設けるなどして

魅力ある本の展示に努めます。 

 

2 子どもが読書に親しむための環境整備 

（1）!学校図書室蔵書の整備 

 平成２８年４月に町内小学校の統合が予定されていることから、統合小学校

図書室への速やかな移行を図るために、現在の小学校図書室の本のデータ

整備を進めます。 

 子どもたちが学校で手に取る本を汚損から守るために、学校図書室の本に

カバーフィルムをかける装備に努めます。 

（2）!読書活動や図書館利用がしにくい子どもへの取組み 

 身体の機能障がいや情緒的な障がいを持つ子どもは、通常の読書活動が

できない場合や､図書館に足を運ぶことができない場合があります。 

一人ひとりの子どもに合った読書活動の機会を提供できるように現状を把

握しながら環境の整備に努めます。 
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3 関係機関との連携・協力 

（1）!団体貸出 

 子どもたちの身近なところに、発達の段階に応じた本を揃え、日常的に多く

の本に親しむことができる環境を整えるために、小中学校、園、児童クラブ、

カンガルークラブなどへ、団体貸出しの推進に努めます。 

（2）! ブックスタートの支援 

 ブックスタートの本を揃えたコーナーの設置や、おすすめ絵本のリストの配

付、乳幼児向けのおはなし会を開催するなど、乳幼児と保護者が様々な絵本

と出会う機会を支援します。 

（3）! 小中学校への授業支援 

    学校授業において、図書館と学校図書室の図書を効果的に活用し、児童

生徒が意欲的に授業を受けることができるように、教師との連携を密にして、

授業の支援を行います。 
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III. 学校や園での取組み 

1 学校図書室の充実 

（1）!資料の充実 

学校図書室は、児童生徒が身近に本と出会う場所であり、各教科の学習

活動の充実のための重要な場所です。児童生徒の知的活動を増進し、様々

な興味・関心に応える魅力的な学校図書室資料を揃えるなど資料の充実を

図ります。 

（2）!環境整備 

学校図書室の図書情報をデータベース化し、授業における効果的な活用

を図るとともに、貸出返却用コンピュータシステムの導入に努めます。 

長期の使用による汚損等から蔵書を守るために、学校図書室の本にカバ

ーフィルムをかける装備に努めます。 

（3）!学校司書の配置 

子どもの読書活動の推進にあたっては、読書の楽しさや本のすばらしさ、

本を使って調べ、学ぶ事を教える大人の存在が重要です。本の世界への案

内役となる専門的な知識・技能を持った学校司書を配置し、いつでも利用で

きる楽しく使いやすい学校図書室を目指します。 

（4）!学校図書室オリエンテーションの実施 

 授業における効果的な活用のためのオリエンテーションを実施し、子どもた

ちが資料を活用して意欲的に学ぶことを支援します。  

（5）!学校図書室の運営 

学校図書室の運営にあたっては、校長のリーダーシップの下、全ての教員

と学校司書が連携・協力して、それぞれの立場から、学校図書室の機能の充
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実を図ります。 

 

2 小中学校での取組み 

 子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成するため、自

由に読書を楽しみ、読書の幅を広げていくことができるような環境を整備し、その

ための支援を行います。 

（1）!読書習慣の確立 

全校一斉朝の読書への取り組みや、児童生徒がお互いに図書を紹介し合

う機会を設けるなど、様々な分野の図書にふれる機会を増やし、読書習慣の

確立を図ります。 

（2）!異年齢交流 

高学年児童が低学年児童に対して、中学生が幼稚園児に対して読み聞か

せを行うなど、異年齢交流において絵本や物語にふれる機会が多様になるよ

う努めます。 

（3）!「家読
うちど く

」の啓発 

読み聞かせの大切さや、絵本を通して家族のふれあいを深める「家読
うちど く

」を、

家庭に向けて啓発していきます。  

（4）!図書委員会、読書推進リーダーの活用 

子どもたちが主体的に学校の読書活動に取組み、読書の楽しさやすばら

しさを友人と共感する喜びを体感できるように、児童・生徒による図書委員会

活動や「読書推進リーダー」の活用を図ります。 
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3 やまつりこども園での取組み 

 園は、子どもたちが多くの時間を過ごす場所であり、子どもの心身の成長に深い

関わりを持つことになります。家庭とは異なる集団の中で、読み聞かせや読書を楽

しむことで一体感を体験し、読書の幅が広がります。 

（1）!図書館訪問の実施 

定期的に図書館訪問を実施し、図書館利用のマナーを学ぶとともに、子ど

もたちが絵本にふれあい、本を選ぶ楽しさや本を借りる喜びを見いだすことが

できるよう支援します。 

（2）!団体貸出しの活用 

子どもたちの発達の段階に応じた図書を揃えるために、図書館の団体貸

出しを活用し、園児を取り巻く読書環境の整備に努めます。 

（3）!異年齢交流 

小中学生が園児や乳幼児に対して読み聞かせを行うなど、異年齢交流に

おいて絵本にふれる機会が多様になるよう努めます。 

（4）!「家読
うちど く

」の啓発 

読み聞かせの大切さや、絵本を通して家族のふれあいを深める「家読
うちど く

」を、

家庭に向けて啓発していきます。 

 

4 児童クラブでの取組み 

 図書館の団体貸出しを活用して、子どもたちの手の届くところに本を揃える環境

を整えるとともに、季節や行事に合わせておはなし会や読み聞かせを行うなど読

書の楽しさを伝えることに努めます。 
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IV. 地域における取組み 

1 矢祭町読書の日 

毎月第３日曜日は「矢祭町読書の日」です。町民が読書に親しみ、読書を続け

ることにより、豊かな心を育み、人生をより深く生きる力を身につけ、地域社会に温

かい絆を広げていくことを目的として制定したものです。 

「矢祭町読書の日」には、各地域の集会施設に設置されている「矢祭もったい

ない文庫」の利用促進を呼びかけます。 

住民が地域の文庫に集い、本に親しみ、家庭と地域に読書の輪が広がります。 

 

2 「矢祭もったいない文庫」の充実 

（1）!地域「矢祭もったいない文庫」 

地域「矢祭もったいない文庫」には、およそ 500冊の蔵書を配置し、地域の

大人と子どもが一緒に読書に親しみ、家庭と地域の読書の輪を広げる場とな

っています。 

「矢祭町読書の日」には、地域の文庫サポーターが「矢祭もったいない文

庫」で図書の貸出しにあたります。文庫サポーターは、矢祭もったいない図書

館との連携を密にし、利用者の要望に応じて蔵書を充実させるなど「矢祭もっ

たいない文庫」の充実を図ります。矢祭もったいない図書館は、研修や会議

を開催し、文庫サポーターのスキルアップを図ります。 

（2）!事業所「矢祭もったいない文庫」 

町役場、銀行、郵便局、病院などの事業所に｢矢祭もったいない文庫｣を開

設し、利用者にとって魅力ある蔵書を揃え、いつでもどこでも本を手に取るこ

とのできる環境づくりに努めます。 
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3 ブックスタート 

 生後６ヶ月検診の際に、数冊の中から選んだ絵本をプレゼントする「ブックスター

ト」を行い、家族で絵本とふれあう機会を提供します。 

読み聞かせボランティア手のひらの会の協力により、絵本の読み聞かせと、絵

本をとおした乳幼児とのふれあいの大切さについて、保護者に伝えることに努め

ます。 

 

4 カンガルークラブにおける具体的な取組み 

カンガルークラブは、町内の未就園児とその保護者の出会いと交流の場を提供

しています。職員やボランティア、保護者による読み聞かせを行うなど、相互の交

流を図りながら、絵本の楽しさや絵本をとおした乳幼児と保護者のふれあいの大

切さについて理解する機会を増やすことに努めます。  

 

5 ボランティア団体における取組み 

町内で、子どもたちの読書活動を支援するボランティアの動きが広まっています。

読み聞かせボランティア手のひらの会は、町内小中学校で読み聞かせやブックト

ークなどの読書支援を行っています。 

山野井金沢家読会は、家族で読書に親しむ「家読」を広めるための取組みを行

っています。 

 このようなボランティア団体の活動充実のために、子ども読書活動推進研修講座

やその他の研修会・講習会・講演会など読書に関する情報提供に努めます。 
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V. 子ども読書活動の広報・啓発 

1 「矢祭町読書の日」 

毎月第 3 日曜日は「矢祭町読書の日」です。各地域の集会施設にある｢矢祭も

ったいない文庫｣の利用を呼びかけ、本とふれあう機会を増やします。 

2 矢祭キャラバンカーの活用 

矢祭キャラバンカーがこども園や小学校を訪問して、読書の楽しさを伝えるため

におはなし会を開催します。 

3 矢祭もったいない図書館のホームページの活用 

矢祭もったいない図書館のホームページの活用した情報発信を充実させます。 

4 ＩＰ告知電話の活用 

ＩＰ告知電話を活用して「矢祭町読書の日」や読書に関する事業の開催を伝え

るなど、読書活動の広報を行います。 

5 「広報やまつり」による広報・啓発 

「わが家のイチおしこの一冊」コーナーに、本の紹介を掲載するなど、読書に親

しむ気運を高めます。 

6 「子ども読書の日」を中心とした全国的な普及啓発を行います。 

「子ども読書の日」（4月 23日）は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」

において「国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるととも

に、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため」に定められたものです。 

「子ども読書の日」や「子ども読書週間」（4月 23日～5月 12日）、「読書

週間」（10月 27 日～11月 9日）などを中心として、町民の読書活動の推進に向

けた気運がよりいっそう高まるよう、広報・啓発活動に努めます。 
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⽮矢祭町⼦子ども読書の街づくり推進委員会設置要綱 

(平成 21 年年 6 ⽉月 1 ⽇日教育委員会訓令令第 4 号) 

改正  平成 22 年年 7 ⽉月 20 ⽇日教育委員会訓令令第 7 号 
 

(⽬目的) 
第 1 条 この要綱は、将来を担う⼦子ども達が豊かな⼼心を育み、夢と希望に満ちて健やかに

成⻑⾧長するため、町の知的財産である⽮矢祭もったいない図書館を拠点として、地域、家庭、
学校が連携して､町全体で児童⽣生徒等の読書習慣の確⽴立立を⽬目指し、その⽅方策についての
調査研究等を⾏行行うため､⽮矢祭町⼦子ども読書の街づくり推進委員会（以下「委員会」とい
う。）を設置するために、必要な事項を定めるものとする。  

 
(所掌事項) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項を調査し及び研究する。  
(1) 児童⽣生徒等の読書習慣の確⽴立立に関すること。  
(2) 家庭及び地域の読書に関する意識識の⾼高揚に関すること。  
(3) 地域社会の読書環境の整備に関すること。  
(4) 読書を基盤とした豊かな⼈人づくり及び町づくりに関すること。  
(5) ⽮矢祭もったいない図書館から、「読書のまち」⽮矢祭町を全国に向けて発信すること。  
(6) 前各号に掲げるもののほか、町⻑⾧長が必要と認める事項に関すること。  
 

(組織) 
第 3 条 委員会は、町議会、町区⻑⾧長会、町教育委員会、学校及び PTA の⼦子どもの読書活

動に携わる団体の代表者等をもって組織する。  
2 委員は、町⻑⾧長が委嘱⼜又は任命する。  

(任期) 
第 4 条 委員の任期は、委嘱⼜又は任命の⽇日から事業終了了までとする。ただし、補⽋欠の委員

の任期は、前任者の残任期間とする。  
2 前項の規定にかかわらず、特定の職により委嘱された委員の任期は、当該職にある期

間とする。 
  

(委員⻑⾧長及び副委員⻑⾧長) 
第 5 条 委員会に委員⻑⾧長及び副委員⻑⾧長１⼈人を置く。  
2 委員⻑⾧長及び副委員⻑⾧長は委員の互選によって選出する。  
3 委員⻑⾧長は、委員会を代表し、会務を総理理する。  

2(�q 1 
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4 副委員⻑⾧長は、委員⻑⾧長を補佐し、委員⻑⾧長に事故があるとき⼜又は委員⻑⾧長が⽋欠けたときは、
その任務を代理理する。  

 
(会議) 

第 6 条 委員会の会議は、委員⻑⾧長が必要に応じて招集し、委員⻑⾧長が議⻑⾧長となる。  
2 委員⻑⾧長は、必要があると認めたときは、委員会の会議に関係者の出席を求め、その意

⾒見見⼜又は説明を聴くことができる。  
 

(実⾏行行委員会) 
第 7 条 調査研究等の成果を遂⾏行行するため、委員会を構成する機関にあって、実践的役割

を担う機関の中から⼈人員を配し、⽮矢祭町｢⼦子ども読書の街」づくり実⾏行行委員会（以下「実
⾏行行委員会」という。）を組織する。実⾏行行委員会の役割その他については、実⾏行行委員会設
置要綱により定める。  

 
(連絡調整会議) 

第 8 条 委員⻑⾧長は、必要に応じて実⾏行行委員会との連絡調整会議を開催することができる。  
 

(庶務) 
第 9 条 委員会の庶務は、⽮矢祭町教育委員会事務局において処理理する。  
 

(任務) 
第 10 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、町⻑⾧長が別に

定める。  
 
附 則  

この訓令令は、公表の⽇日から施⾏行行する。  
附 則(平成 22 年年 7 ⽉月 20 ⽇日教育委員会訓令令第 7 号)  

この訓令令は、公表の⽇日から施⾏行行し、平成２２年年７⽉月１⽇日から適⽤用する。! !
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「⽮矢祭町読書の⽇日」制定に関する規則 
(平成 19 年年 10 ⽉月 5 ⽇日規則第 19 号) 

改正  平成 23 年年 3 ⽉月 22 ⽇日教育委員会規則第 1 号 
 

(制定の⽬目的) 
第 1 条 この規則は、町⺠民が読書に親しみ、読書を続けることにより、豊かな⼼心を育み、

⼈人⽣生をより深く⽣生きる⼒力力を⾝身につけ、地域社会に温かい絆を広げていくために「⽮矢祭町
読書の⽇日」(以下「読書の⽇日」という。)を制定する。  

 
(読書の⽇日) 

第 2 条 「読書の⽇日」は毎⽉月第 3 ⽇日曜⽇日とする。  
 

(⽂文庫の開設) 
第 3 条 「読書の⽇日」に、読書利利⽤用を広く進めるため、別表第 1 の 25 箇所の集会施設等

に「⽮矢祭もったいない⽂文庫」を設置する。  
[別表第 1] 

2 「⽮矢祭もったいない⽂文庫」が中⼼心となって家庭、地域において⼤大⼈人と⼦子どもが⼀一緒に
読書をする場を設け、⼦子どもが主体的に読書を⾏行行なうようにする。  
(⽮矢祭もったいない⽂文庫の管理理運営) 

第 4 条 「⽮矢祭もったいない⽂文庫」の全ての管理理運営は、⽮矢祭もったいない図書館管理理運
営委員会委員が⾏行行う。  

 
(委任) 

第 5 条 この規則に定めるもののほか、「⽮矢祭もったいない⽂文庫」の管理理運営に関して必
要な事項は町⻑⾧長が定める。  

 
附 則  

この規則は、公布の⽇日から施⾏行行する。  
 

附 則(平成 23 年年 3 ⽉月 22 ⽇日教育委員会規則第 1 号)  
この規則は、公布の⽇日から施⾏行行する。  
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別表第 1 

番号 集会施設等名 所在地 

1 ⿊黒助構造改善センター 中⽯石井字⿊黒助 38 番地 

2 柵・⾈舟⾒見見集会施設 中⽯石井字上川原 234 番地 1 

3 中⽯石井多⽬目的集会施設 中⽯石井字舘⾕谷 57 番地 1 

4 中⽯石井公⺠民館 中⽯石井字⼩小野沢 7 番地 2 

5 下⽯石井農村集落落多⽬目的共同利利⽤用施設 下⽯石井字若若宮 53 番地 1 

6 ⼾戸塚構造改善センター ⼾戸塚字⼭山崎 124 番地 2 

7 ⼭山野井・⾦金金沢地区多⽬目的集会施設 東舘字⼭山野井 20 番地 1 

8 舘本集会施設 東舘字柳柳下 29 番地 

9 桃ノ⽊木多⽬目的集会所 東舘字柳柳下 75 番地 1 

10 上野内公⺠民館 東舘字上野内 39 番地 3 

11 宝坂構造改善センター 宝坂字中平 8 番地 1 

12 ⾼高野⾕谷地地区多⽬目的集会施設 宝坂字鶴ヶ池 14 番地 

13 追分地区多⽬目的集会所 上関河内字⾺馬渡⼾戸 41 番地 7 

14 ⼩小⽥田川地区多⽬目的集会施設 ⼩小⽥田川字弥三郎郎内 10 番地 1 

15 ニュータウン中⼭山地区多⽬目的集会施設 ⼩小⽥田川字中⼭山 27 番地 1 

16 下関河内地区多⽬目的集会施設 下関河内字⽥田中前 64 番地 4 

17 上関河内健康ふれあい館 上関河内字越蒔 39 番地 

18 ⼤大垬地区多⽬目的集会施設 ⼤大垬字町 57 番地 5 

19 ⾼高⼭山公⺠民館 ⼭山下字⼭山下 127 番地 3 

20 ⾼高城構造改善センター 関岡字江⼾戸塚 16 番地 

21 天神沢公⺠民館 関岡字天神沢 26 番地 

22 真⽊木野公⺠民館 内川字真⽊木野 183 番地 2 

23 ⽮矢祭町保健福祉館 内川字森下 16 番地 

24 茗荷地区多⽬目的集会施設 茗荷字茗荷 35 番地 

25 中央団地集会所 東舘字⼭山野井 100 番地 
 



!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!

%®&•#ë�Ê�]�v1��i�q�·�N40£#ì !

�¹�B "# �º $ �v !

%®&•#ë�M*ñ�$�(�#Õ��Û*f�¢�Ý�î�É !

�� %#&' ())* ! &Ÿ�å%4�¾$Ñ�]4†%®&•#ë�¾+Ó�Ð%¼#ã"( !

7Á0ð! +"$, ' $#' ""+" !

!


